上司は思いつきでものを言う　橋本　治著　2006年10月10日　由谷発表　＠梅G

1. よくある上司からの質問
1 「よく考えて」、「アイデアを出せ」に気をつける
　　　すでに上司の都合のいいように、思考の方向を設定されている。

2 「よく考えろ」は、「お前は馬鹿か」

[image: image4.wmf]目の前にある答えが分かっていないということ

3 「よく考える」と「ちょっと考える」の違い
　思考を集中して考えるということと、根本を考えるということ。

→　答えのないことを考えさせられるというハメになる。

Ex)いきなり「コンビニやろう」
2. 現場から見るか、会社から見るか

1 立場の違いによる上司と意見が対立
　社員：「現場からものを見る」
　　上司：「会社の立場からものを見る」

上司は、この二つのせめぎ合いの中にいる。自分の立場というものを意識して発言する。
　
3. なぜ、上司は思いつきでものを言うのか
1 何か発言したい

(1) 部下の建設的な意見に対して、何かコメントしなくてはという意識

(2) 上司としての優位性にこだわる

上司とは、「部下に命令する」ものではなく、「部下を指導する」もの
2 部下への嫉妬

(1) 現場に戻り、自分も参加したい

(2) [image: image5.wmf]部下が戸惑うことで、上司としての威厳、プライドが保たれる。

　Ex) 青年団の話


4. 上司に、思いつきでものを言わせないために

1 聞き流す

2 呆れる

3 認めさせる

　「論拠」のない発言に対して、論争してはならない。

　→　なぜその発言がされたのか？を意識することが重要

唐突な展開：儒教は好き？

「天子には、徳があらねばならない。なぜならば、その徳によって天下は治められるから」

儒教は、秩序を重んじる。「上司だから部下より偉い」偉いというのか常識になっている。

→　本当は、上司だからといって、偉いのではない。

（かといって、上司が偉くないという訳ではないので注意）

	展覧会名
	オルセー美術館展 ― 19世紀 芸術家たちの楽園

	会　期
	2006年9月29日（金）～2007年1月8日（月・祝）

●開館時間：

午前9時30分～午後5時
金・土曜日及びルミナリエ期間中（12月8日～21日）は午後7時まで

●休館日：

12月18日までの毎週月曜日及び12月25日（月）～1月1日（月）
［ただし、10月2日・9日は開館、10月10日（火）休館］ 
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	会　場
	神戸市立博物館
〒650-0034　神戸市中央区京町24電話：078-391-0035
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世界屈指の印象派コレクションで有名なオルセー美術館は、1986年の開館以来、セーヌ河をはさんで対岸に位置するルーヴル美術館と人気を二分しています。

1977年、ジョルジュ・ボンピドゥー国立芸術文化センターの設立にともない、パリの国立美術館所蔵の近代美術品が再編成されました。その結果、ポンピドゥー・センター国立近代美術館にフォーヴィスム以降の20世紀美術が収蔵され、ルーヴル美術館に古代からの美術品が収蔵されることになりました。そして、この2つの美術館のコレクションの間にあたる19世紀後半期の美術を収蔵する新たな美術館として誕生したのがオルセー美術館です。旧オルセー駅を改造した建物は、1900年当時の最先端建築である鉄とガラスがふんだんに使用され、セーヌ河に面した壁面には石造りで豪華な装飾があしらわれています。

オルセー美術館のコレクションは、原則的にはフランス二月革命の1848年から第一次世界大戦の始まる1914年までとされています。印象派をはじめとする絵画や彫刻、工芸品、写真など、近代美術全体をカバーしており、ストーリー性をもたせた独自の展示になっているのが特徴です。
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